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16.  Abstract 

    このシリーズの前の 5 つのレポートでは、軽量車両（乗用車、SUV、ピックアップトラック
とバン）の登録数、走行距離に対して消費される燃料、の最近の変化を調査した。分析の単

位は、絶対数と一人あたりの比率、ドライバーあたりの比率、一家あたりの比率、そして一

台当たりの比率とした。これらのレポートの主な発見は、それぞれの比率全てが 2004 年付近

で最大値に達していたことであった。私は、これらの比率の減少の始まりが景気後退（2008

年）よりも先に生じていることから、これらの比率の減少はおそらく社会における根本的な

非経済的な変化を反映していそうだと論じた。従って、これらの最大値は長期的なピークで

あることの合理的な可能性がある。	 

本研究では、第二次世界大戦終了以降の、道路輸送と経済活動の関係を調査した。	 

関心のある 2 つの測定は、インフレを調整した GDP についてのすべての車両での走行距離と

インフレを調整した GDP についてのすべての車両で消費される燃料である。	 

本研究の主な発見は、GDP あたりの走行距離が 1970 年代初期から 1990 年代初期まで、幅広

い範囲でその最も高い値に達しており、そして、着実に減少したということである。2012 年

までに、この測定の値はその最大値から 22%減少した。そして、それは 1977 年の値に達し

た。	 この測定値の最近の低下に寄与したと思われる要因としては、個人輸送量の減少、ト

ラック輸送の GDP に対する寄与の減少およびデータ・サービス、情報処理と電子商取引の GDP

に対する寄与の増加である。	 GDP あたりの消費される燃料の量は、1970 年代初期にピーク

に達し、そして、2012 年までに 47%減少した。この測定値の比較的急な低下は、1970 年代か

らの車両燃費改善の更なる寄与を反映している。 
17.  Key Words 
車両、車社会、走行距離、移動距離、燃料消費、GDP、経済、	 

長期トレンド 	 

18.  Distribution Statement 
Unlimited 

19.  Security Classification (of this report) 
None 

20.  Security Classification (of this page) 
None 

21.  No. of Pages 
10 

22.  Price 
 


